
令和５年度千葉県学力向上通信 vol.６ 算数・数学科号

答えの無い問いを探していく。そんな時代だから目指す方位
を指し示すものが必要だ。そのようなものに私はなりたい。

問題文中の下線①または②の一方だけを正しく
記述し、他方を記述できていない千葉県の児童は
8.3％（全国8.4％）でした。児童の実態に応じて、
問われていることは何か（＝どのように答えるか）
の見通しをもたせましょう。
学習指導にあたっては、児童自らが

ことが重要です。

千葉県の児童は
半数程度が正答
しています。
さらに定着を図
るには、どのよ
うな手立てが必
要でしょうか。

令和５年度 正答率

自 校 %

千葉県 55.0%

全 国 56.2%

小学校学習指導要領（H29告示）算数科
【第３学年】 D データの活用
（１）データの分析に関わる数学的活動を

通して、次の事項を身に付けること
ができるよう指導する。

イ 次のような思考力、判断力、表現力
等を身に付けること。

（ア）データを整理する観点に着目し、
身の回りの事象について表やグラフ
を用いて考察して、見いだしたこと
を表現すること。

（注）下線と番号は、本通信作成者が記載

① ②

「０日」に着目すると、●年生の
グラフでは「０日」の人数が■番
目に多く、●年生と▲年生を合わ
せたグラフでは「０日」の人数が
■番目に多いです。

★授業時の発問や予想される児童の反応
など、詳細は授業実践アイディア例を
御覧ください。

目的に応じて分類整理された複数のグラフを
比べ、見いだしたことを表現できるようにする

詳細な単元の流れ等は、HPにアップしていますので、是非御活用ください！
※詳細はこちら または二次元コードで御覧ください→

https://www.pref.chiba.lg.jp/kyouiku/shidou/gakuryoku/bunseki-katuyou/bunseki-katuyou-jugyoukaizen/bunseki-katuyou-jugyoukaizen.html


授業改善の手立て

事象を数学的に解釈し、問題解決の方法を数学的に説明することがで
きるかどうかをみる問題ですね。

思考の過程を振り返り、
新たな疑問を解決してみよう

・グラフは視覚的にもわかりやすい
・ゴール時点の差はどれくらいかな

日常生活の事象を理想化、単純化
して数学の問題としてとらえよう
・比例としてとらえられるかな？
・一次関数を用いれば解決できそうだ

自分の考えを数学的な表現を
用いて仲間に説明しよう
・連立方程式を解いたｙの値は･･･
・交点のｙ座標を読み取ると･･･

必要な情報を整理して
既習事項を活用して解決しよう
・今までの学習を生かせないかな
・式・表・グラフをかいてみよう

様々な問題を数学を活用して解決できるようにするために、表、式、グラフな
どを用いて問題解決する場面を設定し、それらをどう用いたかについて数学的
に説明できるようにしましょう。

話し合い活動において数学的な表現を用いて
お互いの考えを説明し合う場面を設定する

平 均
正答率

自 校 千葉県 全 国

４０.４% ４２.８%

・「交点」についての記述がない
・グラフを用いることのみ記述している
・方程式を用いることのみ記述している
数学的な用語を用いていない、または、グラ
フや方程式を用いることで、何を求めること
ができるのかが記述されていない。

過去の調査でも類題が出題されており、正答率は平成２８年度が
31.2％、平成３１（令和元）年度が35.6％でした。今年度の正答率は
少し上がっていますが、「事象を数学的に解釈し、問題解決の方法を
数学的に説明すること」に、引き続き課題があるといえますね。


